
2006 年 5 月 26 日 

エネルギー・環境と人類の未来 

～日本の脱石油戦略を考える～ 

公開シンポジウムを聴講して 
 

2006 年 5 月 26 日（金）日本学術会議講堂で開催された標記シンポジウム（添付プ

ログラム参照）に参加した。私は現在、「2050年のエネルギー事情」と題する拙報を作

成中であり、非常に参考になる情報を得ることができた。 

基調講演を行った石井氏は「限りある地球」において人類の無制限の拡大はあり

えず、パラダイムシフトの必要性を強調された。特に、M.K.Hubbert や C.J.Campbell ら

の化石燃料減耗に関するデータは注目に値する。今後は EPR(Energy Profit Ratio)や

EROI(Energy Return on Investment)を指標に各種エネルギーを評価すべきであると

主張した。 

講演（1）で芦田氏は長年石油探査に関ってきた経験からその成果を報告された。

化石燃料は有限であり、国家安全保障の観点から適切なリスクマネージメントが必要

である、また、エネルギー問題は食糧問題である、21 世紀はエネルギーの奪い合い

の時代となる、と結論付けられた。 

講演（2）で秋元氏は日経連でまとめられたエネルギー戦略を中心に、個人的な意

見も入れて講演された。 

講演（4）で内田氏は現在を文明史的転換期と捉えそれに対応する国家戦略の必

要性を述べられた。2004 年に石井、大矢、内田各氏は「豊かな石油時代が終わる～

人類は何処へ行くのか～」を共著で出版されているがその危機的状況は今日、更に

現実味を増している。 

今回の講演内容は小泉首相にも近日中に説明されると聞いている。日本としてエ

ネルギーの国家戦略をしっかりと世界へ発信してほしいと思う。 

今回、M.K.Hubbert の化石の針の図を見て私の拙報「地球の歴史から見た現在の

環境問題（その 3）～21世紀の循環型社会の構築に向けて～」（1999.7.）で引用したこ

とを思い出した。M.K.Hubbert はオレゴン州知事に時代（1975）に発表したと言う。また、

C.J.Campbell は ASPO(The Association for the Study of Peak Oil & Gas)を中心に活

動しているがピークオイルが現実味を増している。 



「公開シンポジウム」 

エネルギー・環境と人類の未来－日本の脱石油戦略を考える－ 

 
    日時：平成 18 年 5 月 26 日（金）13：00～17：00 

 

      場所：日本学術会議講堂 （東京都港区六本木 7‐22‐34） 

 
プ ロ グ ラ ム 

 
13：00～13：30 
主催者挨拶 日本工学アカデミー名誉会長、先端技術産業調査会会長 西澤 潤一 

日本学術会議会員、東京大学名誉教授         岸  輝雄 
 
来賓紹介  日本工学アカデミー会長 
来賓挨拶  内閣府大臣官房審議官 

 
13：30～14：30 
基調講演 「『脱石油戦略』を考える」 

東京大学名誉教授・科学技術戦略フォーラム代表   石井 吉徳 
14：30～15：15 
講 演  「日本列島をめぐるエネルギー、大陸棚問題」 
       京都大学教授、環境・エネルギー研究会代表     芦田  譲 
 
15：15～15：30 
休 憩 

 
15：30～16：15 
講 演  「エネルギー供給保障と地球環境問題」 

日本経済団体連合会資源・エネルギー対策委員長   秋元 勇巳 
 

 
 
 
16：15～16：45 
総括・閉会挨拶「文明史的転換期対応への国家戦略」 
         日本工学会寂間、科学技術連合フォーラム代表  内田 盛也 
 
（総合司会）日本工学アカデミー専務理事            隈部 英一 
       先端技術産業調査会理事長             三浦 宏一 
 


